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沿岸・海洋環境

（UNEP-WCMC, Marineデータベースより）

アフリカでは、紅海沿岸、インド洋諸島、東アフリカのモザンビーク以北の沿岸
にまとまったサンゴ礁があり、西アフリカ沿岸とサントメ・プリンシペ周辺には
散財している。マングローブは西アフリカの大西洋－ギニア湾沿岸、東アフリカ
インド洋沿岸、マダガスカル西部側にまとまって見られる。
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ラムサール条約登録湿地

出典：Wetland International Hp (http://www.wetlands.agro.nl/ramsar_database/africa/AFRICA_map.html)

アフリカのラムサール登録湿地は西アフリカの沿岸、大地溝帯の湖沼、およびラ
ムサール登録地に熱心な南アフリカに多い。アフリカ北東部の国は条約に加盟し
ておらず、登録地がない。



－94－



－95－

自然史博物館（atural History Museum）は、自然環境・動植物の調査研究、標本
の収集・同定、環境教育の場として重要である。アフリカでは比較的多くの国に
自然史博物館があるが、西アフリカではない国が多く、マラウィ、ザンビア、ボ
ツワナのように旧イギリス領で国立公園管理などは比較的進んでいる国でも国立
博物館としては設置されないところがある。

自然史博物館のある国
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アフリカの環境問題－重要なアフリカ熱帯林分布

出典：IUCN(1992) The Conservation Atlas of Tropical Forests. Africa.

ＩＵＣＮにより、生物多様性保全のために特に重要と考えられるアフリカ熱帯林
が204ヵ所挙げられている。その半数以上を占める中央アフリカ地域で、何らかの
保全対策が取られている森林は半数以下にすぎない。
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生物多様性国家戦略と砂漠化防止行動計画の作成国

生物多様性国家
戦略作成国

砂漠化防止行動
計画作成国

生物多様性条約に基づく生物多様性国家戦略と、砂漠化防止条約に基づく砂漠化
防止行動計画の作成国を示した。これらの行動計画の作成は、国としての課題へ
の取組み評価の一つの指標となる。砂漠化防止行動計画は比較的多くの国が作成
しているが、紛争の多いコンゴ－民主共和国（旧ザイール）、アンゴラ、ソマリア
や西アフリカの一部の国は作成していない。生物多様性国家戦略の作成国はさら
に少なく、作成済国は、東アフリカ、南部アフリカ、西アフリカの国の一部にと
どまる。
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